
あなたの家は、大丈夫？

住宅用火災警報器は基準どおり
設置していますか？

地 域 設置率 条例適合率

全 国 ８４．３％ ６７．２％

愛 媛 県 ８１．１％ ７０．８％

伊予消防等事務組合消防本部 ７３．１％ ５８．１％

建物火災による死者の約半数は逃げ遅れによるものです。その逃げ遅れによる死
者を減らすことを目的として消防法で寝室等に住宅用火災警報器の設置が義務化さ
れています。全国の設置率は８４．３％ですが、愛媛県は８１．１％で第２９位、
伊予消防管内は７３．１％と、平均を大きく下回っています。まだ、設置されてい
ないご家庭は、早急に設置しましょう。
また、設置されている住宅用火災警報器は、維持管理も重要になります。定期的に

点検を行いましょう。

（令和５年６月１日現在）

（設置から 10年が経過した場合）

住宅用火災警報器は、古くなると電子

部品の寿命や電池切れなどで、火災を感

知しなくなることがあるため、とても危

険です。

１０年を目安に交換しましょう。

※ 設置時期を調べるには、設置したときに記入

した「設置年月日」又は、本体に記載されてい

る「製造年」を確認してください。

【維持管理方法】

（日常点検）

◆電池は、きちん
とセットされ
ているかご確
認ください。
◆それでも鳴ら
ない場合は、
「電池切れ」か
「故障」です。
機器の交換を
お願いします。


